
【第 17回セミナー報告 アドバンスコース】 

 演習レポート  

大学入学時の体力が 4年終了時の学業成績に及ぼす影響 

報告者 下門 洋文 

グループ名：チーム笹団子 

メ ン バ ー：下門 洋文 新潟医療福祉大学健康科学部 

健康スポーツ学科 

（リーダー・発表者） 

：石毛 里美 順天堂大学大学院 

スポーツ健康科学研究科 

（文献・質疑応答書記） 

：大石 健二 日本体育大学体育学部 （スライド担当） 

：丸藤 祐子 医薬基盤・健康・栄養研究所 （文献・予算担当） 

：清原 康介 東京女子医科大学医学部 

衛生学公衆衛生学第二講座 

（文献・研究デザイン担当） 

：炭谷 英信 富山型デイサービスもみじ （書記） 

 

【背景】 

大学全入時代と呼ばれる昨今、多くの人にとって大学卒業は社会人へと切り替わる重要なイ

ベントだといえる。卒業できない学生を減らすことは大学にとって重要で、その対策が必要と

なる。今年のニュースで、「大学卒業時の成績は 1年終了時の成績とほぼ一致し、入学試験の結

果とは相関関係が見られない」という某大学の調査が報道された。このことからも、大学側と

しては卒業できそうにない学生を早期発見し、早期対応していきたいという思惑が強いとみら

れる。 

近年、高等教育機関の学業成績に関連すると考えられる因子として、性別、睡眠、朝食、ス

クリーンタイム（テレビやパソコン、ゲーム画面等の視聴時間）、運動習慣、親の収入などが挙

げられている（宮原 2013; 浦田と清野 2015）。さらに興味深い報告として、体力と学業成績が

関連することが報告されるようになってきた（Morita et al., 2016; Anderson et al., 2015; Stephens et 

al., 2015; Currie et al., 2012; 生駒 2011）。すなわち、学力を規定する因子の一つとして体力が含

まれる可能性が高まってきたといえる。 

この機序について、子供から高齢者にわたる多くの研究で、体力と実行機能には関連がある

ことが指摘されている。子どもにおいて、20m シャトルランテストによる全身持久力の高い者

は、実行機能が高く、学業成績（算数および読解）には正の相関関係が認められている（Hillman 

et al., 2008）。大学生においても、試験入学者は推薦入学者よりも入学直後の学力テストの成績

が高く、20m シャトルランテストによる全身持久力が高いことを示した報告もある。つまり、

大学入学時で体力と学力の関係性を予想できる可能性がある。したがって、入学時の体力が在

学期間中の学業成績にも影響すると考えられる。前述した、学業成績に関連すると考えられて

いる交絡因子を調整し、体力が学業成績に影響するかどうかを見た縦断的研究は、我々の知る

限り見当たらない。これらは体力指標の新たな価値を高め、体力測定の意義を高めることにつ

ながると考えられる。 



【目的】 

大学生の入学時の体力が 4年終了時の学業成績に及ぼす影響を明らかにする。 

 

【方法】 

1)  研究デザイン 

前向きコホート研究 

 

2)  対象者 

2017年度に新潟医療福祉大学に入学する入学者全員（合計約 1,000人）を対象とする。また、

以下の者は分析から除外することとする。 

  ・1 年次の健康診断または体力測定を受けなかった者。 

 ・障がいや負傷のため、体力測定に支障があった者。 

 ・追跡期間中に中途退学または休学した者。 

 ただし、4年間で卒業認定を受けられなかった者は分析の対象として含める。 

 

3)  研究フロー（図参照） 

2017年 4月に新入学生を対象に行われる体力測定結果、4~6月に行われる学生健康診断結果、

8 月末までにまとめられる 1年前期の学業成績を収集する。その後、2021年 3月末に 4年終了

時までの学業成績を収集する。 

 

 

4)  アウトカム項目 

4 年終了時までの在学中の総合学業成績をアウトカムとする。評価指標として、Grade Point 

Average（GPA）を用いる。 

 

5)  曝露要因  

主たる要因は 1年次に行われる必修の体力測定（新体力テスト）の結果とする。体力測定の

項目は、握力、長座体前屈、立ち幅とび、反復横とび、シャトルラン（推定値）、上体起こし

である。シャトルランについては、本研究ではエアロバイクによる最大酸素摂取量を測定し、

その値を新体力テストの「20mシャトルラン最大酸素摂取推定量表」に照らし合わせて折り返

し回数へと変換する。また、これらを得点化し総合得点を算出し体力の指標とする。その他の

要因の候補として、1年次の健康診断結果（身長、体重、朝食、スクリーンタイム、運動習慣、

健康意識、睡眠時間、通学手段、同居者、世帯収入、アルバイト時間、飲酒習慣、喫煙習慣）、

1 年前期の学業成績（必修科目の出席率、必修科目の GPA）、その他背景情報（性別、入学時

の年齢、入試区分、学部学科）を用いる。 

  



6)  統計解析 

4年終了時の GPAを従属変数、1年次の体力測定結果およびその他の要因を独立変数とした

重回帰分析を行い、偏回帰係数および 95%信頼区間を算出する。体力測定の結果は、総合得点

のみを投入した場合、項目ごとに投入した場合等それぞれについて試行する。正規分布が確認

できない場合には値を対数変換して分析することとする。また、その他の各項目については、

項目間の相関を検討し、投入する要因を取捨選択する。 

 

7)  倫理的配慮 

  新潟医療福祉大学研究倫理委員会にて承認を得て実施する。大学入学時に書面にて説明し同

意書を得る。得られたデータは匿名化し、連結可能な状態で学内の研究室で保管し、外に持ち

出すことはしない。 

 

【期待される効果・意義】 

握力と GPAの関係を調べた横断研究によれば（宮原 2013）、両者の相関係数は男性で r=0.44、

女性で r=0.81であったと報告されている。また、20mシャトルランと学業成績の関係性も報告

されている（Hillman et al., 2008）。 

 ・握力のみを投入した場合予想される結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

また、体力総合得点を説明変数として投入した場合も 4 年終了時の学業成績（GPA）に有意

な関係性が検出されると予想する。 

 これらの結果は、学業不振になる可能性が高い学生のスクリーニングに入学時の体力測定結

果が使用できる可能性を示唆する。つまり大学にて体力測定を実施する意義を高めることに繋

がると考える。 

本研究の限界点と今後の課題として、以下の諸点があげられる。まず、本研究は一大学のみ

での検討であり、結果の一般化可能性に乏しく、他の大学でも同様の検討が必要である。次に、

測定項目が限られているため、例えば詳細な身体活動など、調整しきれない要因が存在する可

能性がある。また、本研究は観察研究であり、因果関係に強く言及できない。今後、本研究の

結果を足掛かりとし、大学在学中に体力が向上することで学業成績が向上するかどうかも検討

する必要がある。 

 

 



【研究予算】 

支出 予算 

パソコン購入費 300,000円 

データ管理 0円 

データ入力作業謝金 10,000円 

論文投稿費 200,000円 

論文校閲費 100,000円 

国際学会参加費 500,000円 

国際学会渡航費 3,000,000円 

合計 4,210,000円 

 

【質疑応答】 

 体力と学業成績に影響があると分かった場合どのように対応する？入試で体力テストを入

れるのか、入学後体力向上介入をするのかなど、今後の活用方法の検討を。 

⇒体力が学力に影響することが明らかとなれば、大学入学に至るまでの運動習慣や体力向上

の重要性を社会にアピールできると考えている。本研究の限界として、体力と学力の因果

関係にまで言及できないため、今後の検討課題として体力向上と学業成績との関係につい

て介入研究へと発展させたいので、本研究をその足掛かりとしたい。一部の報告によれば、

体力向上が脳機能にも変化を及ぼすといわれており、医療福祉系大学の強みを生かして脳

活動や脳機能といったアウトカムも視野に入れて検討したい。 

 

 学業の継続を考えるなら退学者・休学者をアウトカムにしてはどうか？その場合、サンプル

サイズが足りないため、追跡期間を長くとっておくとよい。 

⇒継続測定していく予定であり、長期間測定する中で十分なサンプルサイズが得られた際に

そのような分析も行っていきたい。しかしながら、退学者・休学者の理由に家庭の事情な

どが考えられ、測定項目の検討が必要かと思われる。 

 

 調整因子の数が多いように感じたが？ 

⇒過去の知見を参考に、調整要因の候補となりうるものを網羅的に列挙した。実際の統計解

析においては、対象者の人数、各要因間の相関等を考慮し、投入する変数を取捨選択する。 

 

 連結可能匿名化になるので情報管理は重要 

⇒4年時の成績を収集してデータ結合を完了するまでは連結可能匿名化とする。データ及び

対応表は学内からは持ち出さず、パスワードをかけた PCに保存し研究室内で厳重に管理

する。 

 2年、3年次の GPAや体力の変化も見られると色々な活用ができそう。 

⇒2～4 年次の GPA は継続的にデータを出せると思われるが、体力測定の実施については他

学科の事情（病院実習や資格試験等）や測定労力も含めて、検討課題としたい。 



 

 限界のところに因果についてコメントがあり良かった 

⇒まずはこの観察研究を足掛かりとして、在学中に体力向上を図ることによって学業成績も

向上させることができるかどうかという介入研究に発展させたい。 

 

 因子に体力テストへのやる気が分かるものを入れてはどうか？セルフエフィカシーなど、心

理指標を取り入れるとよい。 

⇒懸命に体力テストに取り組んだか、Visual Analog Scale (VAS) 法で評価したいと考えてい

るが、信頼性は低いのではないかと思われる。体力測定時のやる気を評価するアイデアが

あればご意見いただきたい。 

 

 1年の前期の成績が 4年間の総合成績に含まれてしまうが？ 

⇒そのとおりであり、1 年後期から 4 年終了までの成績をアウトカムとして、1 年前期の成

績を説明変数とするほうが良いかもしれない。1年前期の成績と 4年間の総合成績との相

関の強さを見た上で検討したい。 

 

 測定者は 1人ではないと思うので測定者の要因（やる気など）も重要か 

⇒測定については、体力測定評価の教育を受けたゼミの 4年生を主体として行っている。具

体的には、学科の授業で体力測定評価の授業と実技があり、ここで体力測定の理論と実技

を学んでいる。さらに、ゼミで行っている活動として学内外の健康づくり運動教室があり、

そこでも教員の指導下で体力測定を経験する。また、3年次には健康運動実践指導者の資

格を取得している学生がほとんどである。しかしながら、ご指摘の通り教育を受けたとし

ても測定者のやる気による測定誤差は生じる可能性もあるので、留意したい。 

 

【感想】 

  今回は私のテーマを採用していただき感謝申し上げます。現実的なご意見をたくさん頂戴

でき、本セミナーへの参加はとても大きな収穫となりました。グループの先生方と一緒に議

論していく中で、アウトカムは最終的に GPAにしましたが、最初は心理指標、次に 1-4年次

の体力変化量にしようとしており、これを実情に照らし合わせて取捨選択していく流れとい

うか、工程がとても勉強になりました。実際に研究をデザインしていく際におさえるべきツ

ボを見ることができた気がします。指導いただいた先生方のサポートと、チームの皆さんの

ご協力に重ねて感謝申し上げます。これが実を結べるよう、努力いたします。 

  （下門 洋文） 

 

  今回、2 回目でアドバンスコースとして参加させて頂きました。下門先生が実際に行う研

究ということで、実現可能性や研究の意義など考えながら進める過程は大変有意義でした。

まだまだ分からないことが多く、昨年のセミナーではメンバーの皆で躓いていたところも、

今年は先生方に噛み砕いて教えていただきながらディスカッションに参加させて頂き、大変

勉強になりました。今後はこの経験を生かして私自身の研究を進めていくと共に、下門先生



の研究に少しでも協力できるよう努力したいと思います。皆様、本当にありがとうございま

した。                

  （石毛 里美） 

 

  下門先生による研究テーマの提案があり、清原先生による疫学や統計の知識があり、石毛

先生、丸藤先生、炭谷先生からの多くのご意見があり、スムーズに研究計画を作成すること

ができました。ありがとうございました。特にリーダーの下門先生はアイデアから発表、そ

して本報告書の校正まで多くを担当して頂きありがとうございました。実際に研究がスター

トすることが決定したようですので、予算通りグループ全員で国際学会(海外で開催の学会で

…国内の国際学会はなしで…)に行きましょう！ 

  （大石 健二） 

 

  今回でセミナー3 回目の参加となりました！3 回目でもまだまだ、始めて知ることばかり

でとても勉強になりました。特に今回は、グループワークが私にとって非常に有意義な勉強

の場となりました。下門先生の研究テーマを実際にディスカッションし、研究デザインを決

めていく過程を一から学ぶことができました。下門先生の研究デザインを考案することがミ

ッションではありましたが、それと同時に自分の研究についてのデザインも改めて考える機

会となり、今後の研究にとても役立つ内容のディスカッションの場をいただいたと思います。

皆様、本当にありがとうございました！そして、下門先生の研究を成功させましょう！！ 

  （丸藤 祐子） 

 

  運動疫学セミナーには 2回目の参加でした。今回もとても興味深い講義、実習で充実した

時間を過ごすことができました。今後の疫学研究に活かしていけるよう、しっかりと復習し

て自分のものにしたいと思います。講師の先生方、そしてチーム笹だんごの皆様に深く感謝

いたします。ありがとうございました。下門先生に出していただいたこの研究テーマはとて

も現実的かつ重要なもので、議論を進めるうちにどんどん計画が具体化していき、わくわく

しました。是非実現して成果を出せたら良いなと思います。 

  （清原 康介） 

 

  今回 2年ぶりのセミナー参加となりました。今研究に携わる機会が少なく皆さんの会話に

なかなかついていけない時もありました。それでも下門先生の研究テーマを皆さんで話し合

ってよいものができたと思います。今回もこのセミナーに参加しとても元気をもらうことが

できました。今後もできるだけ参加できるようにしていきたいと改めて思いました。まだ下

門先生の研究は完成したわけではありませんが微力ですが協力していきたいと思います。         

  （炭谷 英信） 
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【講師のコメント】 

北畠 義典（埼玉県立大学保健医療福祉学部） 

  

是非、実現させていただきたい研究計画の内容であり、今後の動向が大変楽しみです。本研究

の目的は大学生の入学時の体力が 4年終了時の学業成績に及ぼす影響を明らかにするというもの

であり、また指標などを工夫することによって学業不振に陥りがちな学生のスクリーニングも体

力面から予測が期待できる研究であることから、運動疫学の観点からも非常に興味深いテーマで

す。本研究は下門さんがあたためてこられた研究計画をグループワーク時のテーマとして提供し

ていただき、その中でブラッシュアップされたものです。それぞれのメンバーの得意とする領域

からのコメントが出され、ディスカッションが活発に行われ、絶妙にまとめあげられた成果と考

えられます。参加したメンバーの感想からもわかるようにグループワークの中で具体化されてい

く内容に興奮した様子がうかがえます。このグループは短時間ではありますが、研究をチームで

進めていくという良い機会に巡り合えたと思います。今回の経験を各メンバーの研究グループで

も活かせることを願っています。おわかりかとは思いますが、研究予算全体のうち 70%以上も旅

費で占めるというのではどこからも研究費を提供していただけないと思います。また、データ入

力の予算は 10,000という計上でしたが、データベースの構築・整理・管理などにも経費が必要と

思われますので予算に関しては再考が必要と思います。実現可能性が高い研究と思われますので

今後、進捗状況などを本学会で発表していただけるとありがたいです。 


